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熊本国際空港株式会社
代表取締役社長 山川　秀明
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　熊本地震からの“創造的復興”のシンボルとされる阿蘇くまもと空港は、新
しい旅客ターミナルビルが昨年₃月23日に供用を開始してから₁年がたちまし
た。おかげさまで多くの方にご利用いただき、2023年度の旅客数は320万人超
に。オープン当初から「送迎者が利用できる店をもっと増やして」といったさ
まざまなご意見をいただいたのは、新しい空港に対する期待の表れだと受け止
め、一つ一つの課題に向き合ってきました。阿蘇くまもと空港は民間委託の空
港です。民間委託で何が変わったのか、将来像は―。少しでも地元の空港に対
する理解が深まれば、との思いで₂回にわたり筆を執らせていただきます。
　2016年の熊本地震での被災を機に、阿蘇くまもと空港は「コンセッション」
という方法で民間委託されることになりました。コンセッションとは、国が滑
走路など空港施設の所有権を持ったまま、民間企業に長期間の運営権を与える
事業の形です。コンペで三井不動産や九州電力、九州産業交通ホールディング
スなど民間11社のチームが運営権を獲得し、各社と熊本県を株主とする熊本国
際空港株式会社が設立されました。2020年₄月から滑走路、ターミナルビル、
駐車場の一体的な管理・運営をスタートさせ、今に至ります。
　社員112人は、株主からの出向者や以前よりターミナルビルを運営してきた
メンバー、新規や中途の採用者、国から派遣されているアドバイザーなどから
なります。経営におけるダイバーシティの重要性が指摘される中、空港や地元
をよく知る人、他の会社で経験を積んだ人、専門知識に長けた人などで構成さ
れる当社は、まさに多様性に満ちた集団です。そうした一人一人が「空港を成
長させる」という同じ目的に向かって取り組んでいる状況は会社にとって大き
な強みであり、ポテンシャルの高さには自信を持っています。
　滑走路、ビル、駐車場の一体的な運営により、例えば店舗の収益を原資に着
陸料を引き下げてエアラインを誘致する、国際線利用者の駐車料金を割り引い
てアウトバウンドを増やす、といった工夫ができるようになりました。一方で
民間委託になっても変わらず守るべきものもあり、 空港の“安全・安心”は最
重要の使命です。これには、安全管理強化期間や滑走路クリーン活動を通して
の意識付けといった地道な取り組みが欠かせません。
　私たちは2051年度に国際線17路線、旅客数622万人いう大きな目標を掲げて
います。地域のインフラ施設としての重要な責務を果たしながら、ダイバーシ
ティの強みを生かしてチャレンジを続けていく―。これが今の阿蘇くまもと空
港の姿です。空港の成長を通して熊本経済の発展、ひいては日本経済の発展に
貢献できるよう、これからも進化を続けていく覚悟です。
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